
だれもがいきいきと輝くまちづくりをめざして

６月23日～29日は男女共同参画週間

問い合わせ　人権政策課　男女共同参画推進係（☎内線542）

ページＩＤ：28175、28295

第３次太宰府市男女共同参画プラン（令和５年度～令和９年度）

プランの基本理念

　本市では、だれもが個性と能力を十分に発揮する男女共同参画社会の実現を目指してさまざまな取り組みを

推進しています。本年３月に策定した「第３次太宰府市男女共同参画プラン」を紹介します。この機会に男女共同参

画について考えてみませんか。

すべての人が性別にかかわりなく個人として尊重され、

一人ひとりの個性や能力を発揮しながらいきいきと

暮らすことができるまちづくりを目指します。

①固定的な役割分担意識や性差に関する偏見を解消するための取組を推進します。

　→男女共同参画講座の実施、性別にとらわれない教育の推進など

②子育て・介護・医療・まちづくりを充実する施策に取り組みます。

　→審議会などへの女性登用、子育て・介護・医療への支援など

③心身の不安を解消し、安心安全に暮らせる基盤づくりを推進します。

　→各種相談事業、検診・健康づくり事業など

それって思い込みかも？

　「男は仕事、女は家庭」「会長や管理職は女性には

難しい」「自分の周りには性的マイノリティはいない」

などと思ったことはありませんか？

　これは、これまでの経験や周囲の意見、日々接する情報から影響を受けて物

事を判断しようとする“無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）”です。

　アンコンシャス・バイアスは誰もが持っていて、それ自体悪いことではありませ

んが、無自覚でいると相手を傷つけたり、自分自身の可能性を狭めたりします。

特に、男らしさ・女らしさに関する思い込み（ジェンダーバイアス）は、固定的な性

別役割分担意識を生み出し私たちの生きづらさにつながります。

　無意識なので気づきにくく、完全になくすことは難しいですが、「これって思い込みでは？」と立ち止まって

考えることで「普通は○○だ」という決めつけがあることに気づくきっかけになります。

　アンコンシャス・バイアスを解消していくためには、自分の持つバイアス（思い込み）の存在にまずは“気づ

くこと”から始めましょう！

無くそう思い込み、守ろう個性

みんなでつくる、みんなの未来。
（令和５年度「男女共同参画週間」キャッチフレーズ）

主な取り組む

課題

　春の穏やかな晴天の中、４月22日㈯に太宰府水から川る会主催の第64回御笠川クリーンデイが行われました。

参加者は御笠川に入るのを楽しみながら、たくさんのごみを拾いました。１時間程で拾ったごみの量は、燃えるご

みが77㎏、燃えないごみが21㎏、合わせて98㎏。

　参加した子どもは「野球のバットを拾いました。お友だちもできてうれしかっ

たです」と話し、自分たちがごみを拾ったことで御笠川がきれいになったのを

実感しました。主催者は「参加してくれた子どもたちが少しでも環境問題に関

心を持って、未来につなげてくれると願っています」と語りました。

　第64回御笠川クリーンデイが行われました

クリーンデイに参加した親子

市民団体の活躍

　本市在住の画家平岡浩さんから、令和の都だざいふの美しい風景をいつまでも後世へ受け継いでいきたいと

の思いをこめて、『万葉の小径』と題された絵画を寄贈していただきました。

万葉集研究の第一人者であった犬養孝さんがかつて本市を訪れた際、大伴旅

人や山上憶良もはるか昔歩んだ小径だったのではと述べた風景を描いたもの

です。　

　寄贈式では、今回のご縁を導いた地元歴史家の森弘子さんも出席し、楠田

市長は「市長室に大切に飾らせていただきます」と感謝を述べました。

　絵画を寄贈していただきました市民からの寄贈

絵画を寄贈する平岡さん（左から２人目）
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　第37回全国硬式空手道選手権大会出場の報告のため、坂口颯飛さん(太宰府東小６年)、大楠永翔さん(太宰府東

小４年)、春成将弥さん(太宰府南小３年)が、４月17日㈪に表敬訪問しました。

　元気な自己紹介と得意技を披露してくれた３人。全国大会での活躍と世界

大会への出場を目標に頑張ることを力強く誓ってくれました。楠田市長は「３

人ともパワーがみなぎっています。ぜひ世界一を目指して頑張ってください」と

激励しました。

　本市から世界に羽ばたく少年空手家たちの活躍を期待しています。

　全日本硬式空手道選手権大会出場世界に羽ばたく人材育成

前列右から
坂口さん、大楠さん、春成さん
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　本年８月にイングランドのリバプールで開催予定の2023年IBTF世界バトントワーリング選手権大会出場を報告す

るため、上津原朱花さん(太宰府中３年)が、４月25日㈫に表敬訪問しました。

　日本代表のジャージに身を包み、笑顔で出場報告とバトン演技を披露してく

れました。上津原さんは「世界一になりたいです。バトンの楽しさを広めたいで

す」と力強く語ってくれました。楠田市長は「世界に羽ばたく人材として令和の

都だざいふの顔となってくれることを期待しています。世界一になってまた報告

に来てください」と激励しました。

　また一人、令和の都だざいふから世界に羽ばたく人材が誕生しました。

　世界バトントワーリング選手権大会出場世界に羽ばたく人材育成

バトンを持ちポーズする
上津原さん（前列右）

うえ つ ばらあや か
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